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研究成果の概要（和文）：遺族への調査結果は、胸膜中皮腫患者は終末期の生活の質（QOL)ががん患者に比べて
著しく低く、終末期ケアの質も悪いことが示された。QOLの関連要因は、増悪時のケア不満、女性遺族、予測よ
り早い患者の死であった。また、遺族の複雑性悲嘆（PCG)の割合ががん患者に比べて多く、複雑性悲嘆の関連要
因は、発症による経済負担、石綿健康被害救済未補償、外科療法、増悪時のケア不満足であった。これらの結果
から、とくに抗がん治療終了後ケアが十分であると胸膜中皮腫患者と家族のQOLが妨げられると考えられたこと
から、看護師の主導で多職種と連携して、心身のケアを提供する「中皮腫包括ABCケアガイド」を開発した。

研究成果の概要（英文）：Survey on the bereaved family members of the malignant pleural mesothelioma 
（MPM） showed that the Quality of Life (QOL) of the MPM patients were significantly lower than 
those of the cancer patients. The QOL in MPM was related to the dissatisfaction of care when the 
patient became critical, received surgery, female bereaved family, and the patient died sooner than 
expected. The quality of end-of-life in MPM was significantly poorer than those of the cancer. The 
rate of possible complicated grief was higher in MPM than cancer. The bereaved family members who 
were not satisfied the care when the patients became critical and angrier against asbestos, and felt
 that patient died sooner than expected had higher risk of complicated grief. The result of the 
survey indicated the fragmented care impaired the QOL of patients as well as family members. To 
provide the comprehensive care for MPM patients and their family members, MPM comprehensive ABC care
 guide was developed.

研究分野： 国際看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アスベストで起こる悪性疾患である胸膜中皮腫患者は、ターミナル期の症状コントロールが十分に出来ておら
ず、遺族は患者の死後も長く悲しみにくれる。これは、中皮腫患者と家族が十分なケアを受けられていないこと
が関連していたので、看護師が中心となって、様々な専門職や患者・家族支援団体と協力して、途切れなくケア
を提供するための「看護師向けABCケアガイド」を開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
胸膜中皮腫は、アスベストによっておこる難治性の悪性疾患で、進行が早く、重篤な症状を生じ
る。我が国においては毎年１６００人が死亡し、その数は増加傾向にある。胸膜中皮腫患者とそ
の家族は、心身の苦しみを抱えて多様なケアニーズを抱える。しかしながら、先行研究は、中皮
腫治療を提供できる医療機関が少ないこと、発症から死亡までの予後が短いこと、希少がんであ
ることなどから、十分なケアが提供されていない可能性を示唆している。胸膜中皮腫患者と家族
を支援するためのケアの推進が求められる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、悪性胸膜患者と家族の QOL を高めるケアを看護師が提供するためのケアガイドを開
発することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
これまでに実施された我が国の胸膜中皮腫患者を対象とした調査では、終末期患者の回答が少
なかったことから、終末期の患者のケアニーズは未明である。また、有害物質によって家族が悪
性疾患を発症した家族もまた苦しむにもかかわらず、家族や遺族を対象とした調査はなかった。
そこで、遺族を対象に、胸膜中皮腫患者の終末期の QOL と、遺族自身のうつと複雑性悲嘆につい
て質問紙調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
遺族への調査は、終末期の胸膜中皮腫患者の QOL（生活の質）が、がん患者のそれと比べて著

しく悪いことを示した（グラフ１）。さらに、胸膜中皮者患者が受けた終末期ケアの質もがん患
者のそれと比べて悪かった。終末期の胸膜中皮腫患者の QOL に関連していた要因は、増悪時のケ
アへの不満足、女性遺族、予測より早い患者の死であった。 
 

 
 
また、胸膜中皮腫患者は遺族の複雑性悲嘆の可能性のある者（PCG)の割合が 72.2％に上り、

がん患者に比べて多かった。複雑性悲嘆の関連要因は、発症による経済負担、石綿健康被害救済
未補償、外科法、増悪時のケア不満足であった。終末期のケアの質は、胸膜中皮腫患者の QOL と
強く関連していた。この研究成果は、国際的医学ジャーナルである MDPI Journal of Clinical 
Medicine に原著論文として掲載された。  



これらの結果より、増悪時にケアが適切に提供されないために
胸膜中皮腫患者と家族の QOL が妨げられていることが大きな課題
であることが示された。この背景には、胸膜中皮腫の治療ができる
医療機関が限られていることから、中皮腫の治療が終了すると自
宅に近い病院に転院するため、ケアが途切れがちである現状が関
連しているものと推察された。また、悲嘆が長引く遺族が多かった
ことから、遺族にはグリーフケアが必要であることなどが明らか
になった。 
そこで、看護師の主導で多職種と連携して、発症からお看取り後

まで途切れることなく心身のケアを提供する「中皮腫包括 ABC ケ
アガイド」を開発した。ケアガイドは、病期ごとに胸膜中皮腫患者
とその家族の直面する困難を示し、看護師が行うべきケアをわか
りやすく示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、本研究で開発した胸膜中皮腫包括 ABC ケアガイドをも

とに、英語の医学書「胸膜中皮腫」の「胸膜中皮腫患者と家族
への支援：臨床における看護師の役割」という章を執筆した。 
 
中皮腫包括 ABC ケアガイドに基づき、中皮腫患者と家族を支

援する団体と協力して 2019 年から胸膜中皮腫患者の遺族に対
するグリーフケアの開催を開始した。これまでに 3 回のグリー
フケアを開催し、のべ 32名の遺族が参加した。 
 

 
 
 



国際的な取り組みとしては、世界保健機関（WHO）、国際労働機関（ILO）、国際連合環境計画
（UNDP）が共催し、オーストラリアのアスベスト疾患研究所（ADRI）が主催した「途上国の医療
従事者向け中皮腫撲滅セミナー」に参加し、フィリピンとフィジーで「中皮腫患者と家族のケア」
について講演を行った（写真２）。タイでも実施予定であったが、新型コロナ感染症の流行によ
り渡航が困難となったため、ADRI のオンライン教材 e-toolkit 開発に参加した。教材は ADRI の
ホームページで公開されている。 
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毎日新聞　2020年令和2年3月9日　web版　「どこで吸い込んだのか......突如訪れる石綿関連死　悲しみ抱えた遺族に広がるグリーフケア」で、中皮腫患者向け
のグリーフケア活動が掲載された。 
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に関する講演が掲載された。

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

本城　由美（佐居由美）

(HONJO Yumi)

(10297070)

聖路加国際大学・大学院看護学研究科・准教授


